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豊臣機工株式会社



商     号　　：　豊臣機工株式会社

創     立　　：　1960年　9月　（昭和35年）

資 本 金　  ：　４．８　億円　（2002年 4月現在）

従業員数   ：  １，４９２　人　（2006年3月）　（協力社員含む）

事業内容   ：　自動車用塑性加工部品の製造及びプレス金型の設計・製作

売 上  高　  ：　  ４０４　億円 （ 2005年度 ）

　当社の事業内容は、従業員約1000名で、自動車ボデ－関係を主体とした号口部品のプレス・

組付け・塗装、旧型補給部品の外板（フェンダ－・ドア－・クォ－タ－etc）のプレス・組付け・塗装・梱包、

プレス金型の設計・製作、試作部品のZAS型プレス・板金など、多岐に渡って事業を展開しております。

　『環境』への取り組みは、地球温暖化・増大する廃棄物など

の環境問題が社会的な課題となっている昨今、当社自らの

生産活動に伴う資源やエネルギ－を節約することによって、

環境への負荷を軽減することが必要だと決意し、環境方針・

スロ－ガンなどを決め、第二次環境取り組みプランを掲げ、

全員参加による環境保全活動の継続的改善に取り組んで      豊臣機工株式会社  取締役社長

います。                                                                                            平子　昭三

②

ごあいさつ

会社概要

営業状況



　　　　　　　　

フ-ド 　　　　ドア－ クォ－タ－

　サスペンション 　　　　　ドア－

　　フェンダ－ 　　　　ラゲ－ジ

③

③

従業員数　：　  　  1182 人　（協力社員含む）

※市町村合併により岡崎市に編入（’06年1月）

従業員数　：　  　148　人　（協力社員含む）
敷地面積　：　 183.800 　㎡ 敷地面積　：   50.000　㎡　

所 在 地　  愛知県安城市今本町 所 在 地　  愛知県岡崎市樫山町
　　字広表23番地　　　東向山７番地

　
自動車用補給ﾊﾟｰﾂ
自動車用号口部品

自動車用金型設計・製作

その他

工場一覧

主な製品

本社工場 額田工場



当社では、『環境方針』を定め、並びに社内標語募集を行った『スロ－ガン』を掲げて、

環境保全活動の維持・継続的改善に取り組んでいます。

　　　　　　　＊２００１年５月に I SO 14001 国際規格 の認証を取得いたしました。

１.　国、地方公共団体等の環境に関する法規及びその他の要求事項を遵守し、
　　　汚染の予防に努めます。

２.　生産活動により環境へ及ぼす影響を予測、評価して環境保全のための目的、
　　　目標を設定、達成するための活動を推進し、状況により目的、目標の見直し
　　　を実施します。

３.　限りある資源を大切にするために、全員参加による廃棄物低減、省エネルギ－
　　　活動及び省資源活動に取り組みます。

４.　地域社会との環境調和を図ると共に、環境方針の定期的な見直しを実施して
　　　継続的改善を行います。

５.　環境方針の実効をあげるため、計画的に教育・啓蒙活動を行い全従業員への
　　　周知徹底を図ります。

2000年　9月　　　取締役社長

④

環境方針

環境保全活動スローガン

環境方針

明日の地球を考える
　　　　　　　　　　　　　みんなが主役の環境活動



　　　　　　

ＩＳＯ１４００１　国際規格の認証取得状況

　 　　　　（登録証）

⑤

対応；　①　プレス騒音対象製品の品番を調査、登録し、昼間でプレス生産するように変更
　　　　 ②　リフトバック音を夜間低減する為、可変コンデンサーを取り付け、音量減を実施

当社は、1999年11月より、環境マネジメントシステム構築に取り組んできましたが、
　2001年 5月に I SO 14001 国際規格の認証を取得しました。
　2004年 3月に認証登録を更新

2005年12月；夜間、プレス作業時に騒音の苦情有り

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ監査
（環境内部監査のしくみ）

環境保全責任者
（社長）

内部監査員

　　　各部門

監査指示

監査実施

結果報告

環境推進委員会 省エネルギー委員
会

廃棄物低減委員会

公害防止委員会

推進体制

環境ﾏﾈｰジメントｼｽﾃﾑとＩＳＯ１４００１への
対応

環境関連事故など

・委員長
・委員９名で構成

・委員長
・委員８名で構成

・委員長
・委員１１名で構成

・委員長
・副委員長
・各委員会委員長3名
・委員10名で構成



⑥

環境取り組みプランの制定は、環境に関する取り組みを全社的な体系化を図ることで、
着実に反映していくために制定しました。第二次環境取り組みプランは、
2004年度～2006年度までの環境対応を推進するためのものです。

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 環境保全取り組み

第二次環境取り組みプラン（２００４年度～２００６年度）

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

環境目的・目標設定

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄプログラム

環境方針周知徹底

環境保全活動実施

環境教育・訓練実施環境内部監査

経営層による見直し

是正処置

ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ/更新審査　受審

ISO14001国際規格の認証取得

環境方針設定



環境目的・目標の設定　及び達成状況
省エネルギーの促進 ＣＯ２排出量を2006年度末までに'03年度比の5.0％減
による温暖化防止

主な取り組み

・省ｴﾈﾊﾟﾄﾛｰﾙによる

ムダな使用電気の低減
（蛍光灯・ﾊﾟｿｺﾝ等）の
電源OFF徹底（全員参加）

廃棄物の低減　

主な取り組み
・廃棄物集積ｾﾝﾀｰ整備
・各地区ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝ設置

・ｺﾞﾐの分別運用手順書整備

・分別徹底（全員参加）

・スラッジ乾燥装置導入（5月）

⑦

　塗装スラッジ１５％減（26．3ｔ以下）

環境目標：2005年度末までに2003年度比4.0％（458t）減

下記の表は、2005年度末（2006年4月末）までの活動状況をまとめたものです。

　焼却ごみ；３０％減（5220kg以下）

環境目標：2006年度末までに2003年度比
　埋立ごみ；現状維持（1420Kg以下）

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 環境保全取り組み

達成状況：'０３年度比の5.5%（629ｔ）減を達成

CO２排出量低減

100%

97.5%

96.0%
95.0%

96.8%

94.5%

92%

94%

96%

98%

100%

低減達成率目標値（％） 100% 97.5% 96.0% 95.0%

低減達成率（％） 96.8% 94.5%

２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

・焼却・埋立ごみ
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焼却ごみ 目標値（ｋｇ） 5,800 5,220 4,640 4,060

焼却ごみ 実績値（ｋｇ） 5,091 4,854

埋立ごみ 目標値（ｋｇ） 1,433 1,420 1,420 1,420

埋立ごみ 実績値（ｋｇ） 1,360 410

２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

塗装スラッジ
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26.3
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23.7
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（トン/月）

塗装ｽﾗｯｼﾞ
目標値（トン）

27.7 26.3 24.9 23.5

塗装ｽﾗｯｼﾞ
実績値（トン）

23.7 12.6

２００３
年度

２００４
年度

２００５
年度

２００６
年度

'05達成状況：'０３年度比の
・埋　　　　　立；71%減　（410kg/月）
・焼　　　　　却；16%減　（4854Kｇ/月）
・塗装スラッジ；54%減　（12.6t/月）



環境目的・目標の設定　及び　達成状況
　　　　水質汚濁法

・排水処理施設
2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

・2005年度自主基準値項目
　監視・測定の強化と案の提示　 １．ＰＨ
　　　　　　　　　 ２．ＢＯＤ

　（本社）
３．ＣＯＤ
４．リン
５．ＳＳ
６．大腸菌
（本社）

※環境に関する法的、及びその他の要求事項ﾃﾞｰﾀｰは最終ﾍﾟｰｼﾞに記載

2004年度以降は
[補給金型廃却ﾘｻｲｸﾙの促進による資源枯渇防止]は生産管理部の定常活動として継続する　　

（参考）

２０００年度 ２００１年度 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度

金型再利用目標（ｔ） 3,000 5,500 17,000 27,500 10,000 10,000
実績（ｔ） 3,217 10,397 19,490 35,035 10,040 8,525
達成率（％） 107 189 115 127 100 85

　評　価（達成○　未達×） ○ ○ ○ ○ ○ ×

⑧

年度達成状況　2000年～2005年

　排水処理装置能力アップ（8月末完了）

１．リン汚濁
　　負荷量
（2.0ｋｇ/日以下）

環境目標：2005年度　法・条例等の規制値未達成　0件

法条例値等

１．窒素汚濁
　　負荷量
（29.5Kg/日以
下）

１．n-ﾍｷｻﾝ
　　抽出物質
（3.6mg/ｌ以下）

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 環境保全取り組み

第一次環境取り組みプラン（　2004～2006年度　）及び2005年度活動実績

主な取り組み

2005年度までに

達成状況：未達成件数　0件を達成

自
主
規
制
値
設
定
項
目



⑨

緊急事態発生可能性施設について、14施設を特定し、年間計画書に織り込んで
緊急事態対応訓練を実施しています。

緊急事態対応訓練実施風景

環境教育実施風景

環境教育・訓練

緊急事態訓

活動周知徹

社会貢献活動

コミュニケーション 地域社会

毎年8月に、駐車場を「お祭り一色」にし、
近隣住民の方々へも参加の案内を
出させていただき、情報交換の場として、
開催しております。

毎年、定期的に本社工場及び額田工場周辺の
ゴミ拾いを、実施しております

サマーフェステェバル風景

工場周辺のゴミ拾い風景



最小値 最大値 平均値

※ＮＤは検出限界以下を示し※　-　表示は規制値なし
※記載のない以下の項目は全て検出限界以下
　　ＰＣＢ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、
　　ｼｽｰ1･2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1･1･1ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･1･2ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1･3ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾟﾝｶﾙﾌﾞ
　　ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ及びその化合物
※ＰＨ；水素イオン濃度　ＢＯＤ；生物化学的酸素要求量　ＳＳ；水中の懸濁物質濃度
※額田工場水質ﾃﾞｰﾀｰについては次ﾍﾟｰｼﾞ記載

⑩

800

実　績
自主基準値

7.8

15

30

15.7 12.9

3 1.5

0%

実　績

ばいじん 0．0001
未満

ＳＯＸ
ＮＤ

安城市協定

0.30
ｇ/ｍ３Ｎ以下

0.20
ｇ/ｍ3Ｎ以下

燃料硫黄分

0.14
ｍ３Ｎ／ｈ以

ガス
ボイラー

項　　目 設　　　備 法規制 県条例

0．8
　％以下

項　　目 設　　　備 法規制 県条例 安城市協定

本
社
工
場

本
　
社
　
工
　
場

ＰＨ

・　酸又は
　アルカリ
による
表面処理
施設
　

・　し尿
浄化槽

5.8～8.6

ＣＯＤ 20．94
ｋｇ/日

油分 ５
ｍｇ/ｌ以下

窒素汚濁
負荷量

32.83
kg/日以下

6.0～8.5 6.7

6.8

4.6

19

ＳＳ 200
ｍｇ/ｌ以下

30
ｍｇ/ｌ以下

20
ｍｇ/ｌ以下

1

４
ｍｇ/ｌ以下

0.5

16

大腸菌
群数

3000
個/ｃｍ３以下

１000
個/ｃｍ３以下

8.624
kg/日以下

3

3.25

29.5

マンガン １０
ｍｇ/ｌ以下

５
ｍｇ/ｌ以下

銅 3.0
ｍｇ/ｌ以下

1.0
ｍｇ/ｌ以下

亜鉛

リン汚濁
負荷量

２
ｍｇ/ｌ以下

＜0.12

＜0.01

1.1

５
ｍｇ/ｌ以下

＜0.01

0.2
ｍｇ/ｌ以下

２
ｍｇ/ｌ以下

7.2 7

12 9.2ＢＯＤ 160
ｍｇ/ｌ以下

25
ｍｇ/ｌ以下

20
ｍｇ/ｌ以下

1.4 0.7

30 30

1回/年　

測
定
実
績

8.9 6

2.5 2.3

環境データ　（2005年度）

大気（大気汚染防止法、県条例）

※ＮＤは検出限界以下を示します ※　　　　　　表示は規制値なし※ＳＯＸ：硫黄酸化物

水質　本社工場　（水質汚濁防止法、県条例
等）

環境データ　（2005年度）

大気（大気汚染防止法、県条例）

※　　　　　　表示は規制値なし

水質　本社工場　（水質汚濁防止法、県条例
等）



※ＰＨ；水素イオン濃度　ＢＯＤ；生物化学的酸素要求量　ＳＳ；水中の懸濁物質濃度

・ニッケル（塗装前処理液）・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ（ガソリン）・亜鉛の水溶性化合物（塗装前処理液）
・マンガン及びその化合物（塗装前処理液）・ヒドラジン（塗料冷却装置）
・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ（ガソリン）・トルエン（ガソリン･ｼｰﾗｰ・床用塗料）
・キシレン（ガソリン・灯油・ボージンコート）フタル酸ｰ2-エチルヘキシン（ｼｰﾗｰ）
・ピクリン酸（切断検査）

⑪

マンガン 2　ｍｇ/ｌ　以下 0.8

水温 30  ℃   以下 16.1

銅 0.2　ｍｇ/ｌ　以下 <0.01

亜鉛 2　ｍｇ/ｌ　以下 0.06

窒素
含有量 60　ｍｇ/ｌ　以下 12

リン
含有量 ８　ｍｇ/ｌ　以下 1.9

30以下

溶存
酸素量

7.5　ｍｇ/ｌ　以上 8.5

4.3

測

定

実

績

ＣＯＤ 20　ｍｇ/ｌ　以下 11

ＳＳ 20　ｍｇ/ｌ　以下 7
大腸菌
群数

300　個/ｃｍ３　以下

額田町協定 実　績

額
　
田
　
工
　
場

ＰＨ

・　特定施設なし

法及び県条例の規制対象外

5.8～7.5 6.9 1　回/年
ＢＯＤ 20　ｍｇ/ｌ　以下

項　　目 設　備 法規制
県条例

（境川水域）

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 環境保全取り組み

環境データ　（2005年度）

水質　額田工場　（水質汚濁防止法、県条例等）
※町村合併により岡崎市に編入（’06年1月）

ＰＲＴＲ法対象物質
1999年7月に制定された

｢特定化学物質の環境への排出量の把握及び
管理の改善の促進に関する法律｣

２００５年度 2004年6月にトルエン、キシレン、亜鉛、
マンガンの法規制値変更に伴う届け出済み
（5000ｋｇ/年以上が1000kｇ／以上に変更）
　　　　【法規制値変更：2003年】主なPRTR法対象物質使用量

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000
Kg

法規制値 500 1000 1000 1000 1000

使用量 639 7514 4278 2415 2118

ニッケル トルエン キシレン 亜鉛 マンガン

環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 環境保全取り組み

環境データ　（2005年度）

水質　額田工場　（水質汚濁防止法、県条例等）
※市町村合併により岡崎市に編入（’06年1月）

ＰＲＴＲ法対象物質
1999年7月に制定された

｢特定化学物質の環境への排出量の把握及び
管理の改善の促進に関する法律｣

２００５年度 2004年6月にトルエン、キシレン、亜鉛、
マンガンの法規制値変更に伴う届け出済み
（5000ｋｇ/年以上が1000kｇ／以上に変更）
　　　　【法規制値変更：2003年】


